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ラー市から応援はがきが
届きました 

稲青倶楽部が創作ねぶたを制作中 地域の団結！柊山清掃
ひいらぎさんいな　 せ　  く　  ら　 ぶ

　ポレポレセントラルコートで、ドイツのラー
市から届いた応援はがきが掲示されました。東
日本大震災で被害を受けた笠間市の住民を元気
付けようと送られてきたもので、その数は871通。
　笠間市とラー市は菊まつりを開催している都
市という共通点があり、それが縁となって交流
が行われてきました。
　届いたはがきは片面にGanbatte ne!その裏面
に「私たちはあなたのことを考えています」、「未
来に勇気と希望を持つことをお祈りしています」
など、それぞれの励ましのメッセージが書かれ
ていました。

　７月３日、福原地区にある柊山公園で地元の
関戸自治会による草刈りが行われ、約180人が
参加しました。関戸地区自治会は101区と102区
の183世帯が加入しています。
　約7,000㎡ある柊山公園を参加者全員で刈払い
機や鎌、のこぎりを使って清掃しました。
　この清掃活動は30年前から毎年行われており、
地域の親睦を深め団結を固める場となっていま
す。

　ＪＲ笠間駅前周辺の稲荷町をこよなく愛する
「稲青倶楽部（町内青年部）」が、笠間のまつり
に向けて、創作ねぶたづくりに取り組んでいます。
　本場青森の人形ねぶたを組みなおし、６月中
旬から電球を取り付け、和紙をはり、絵を描い
ていきます。
　メンバーの方に話を伺うと「火、木、土の週
３日、仲間たちと飲食を共にしながら仕上げて
いくのが楽しい」と話してくれました。
　笠間のまつりは８月20日、午後６時から。皆
さんもぜひ、稲青倶楽部の手づくりねぶたを見
に、会場へ足を運んでください。

いなり寿司を配るいな吉会の皆さん

ねぶた作りには子どもから大人まで幅広い年代の人が参加しています きれいに草が刈られた柊山公園と参加者の皆さん

はがきは8月16日まで工芸の丘でも掲示されます 

いなり寿司で被災地を支援
　６月25、26日に「笠間のいなり寿司いな吉会」
（会長　沼田淳二郎さん）が、宮城県石巻市で被
災者支援活動を行いました。
　同会は茨城県で唯一、Ｂ１グランプリを主催
する団体「愛Bリーグ」に加盟しており、同団体
の復興運動に参加したもので、いな吉会のほか、
全国から１２団体が集まりました。
　石巻市の門脇中学校、渡

わた

波
のは

駅前で、炊き出し
として、そばや胡

くるみ

桃の入った「笠間のいなり寿司」
の無料配布を行いました。あいにくの天候でし
たが、行列が出来るほどの大盛況でした。
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茨城県陶芸美術館
第21回日本陶芸展

あいあい農園で収穫祭

地区ソフトボール大会結果

高齢者の事故を防ごう

　日本陶芸展は、会派や団体にとらわれない実
力日本一の陶芸作家を選定することをうたい、
1971年から隔年のビエンナーレ方式で開催され
てきました。過去の大賞受賞者には故 松

まつ

井
い

康
こう

成
せい

（本名　美明）氏も名を連ねています。
　第21回を迎えた今回の陶芸展は、伝統・自由
造形・実用の公募部門に応募された725点の作
品から選ばれた135点と、重要無形文化財保持
者（人間国宝）を含む招待部門作品13点による
合計148点を展示し、現代日本陶芸の最高水準
を示す力作を紹介しています。９月４日まで。

　７月２日、今年オープンしたあいあい農園で、
はじめての収穫祭が行われ、11家族48名が参加
しました。
　じゃがいも、大根、ナス、インゲンなどを収
穫し、その後、採れたて野菜でバーベキューを
行いました。
　参加者は、収穫の喜
びと、その野菜を食べ
る喜びを存分に味わい、
地元管理組合や会員同
士の親睦が深まりまし
た。

第62回笠間市民ソフトボール笠間支部大会
　〔５月15日　笠間市総合公園多目的広場〕
優　勝：５０ＢＡＢＹ‘Ｓ
準優勝：ＨＰソフト
第３位：香取ソフト
第11回友部地区ソフトボール大会（春の大会）
　〔５月22日　柿橋グラウンド〕
優　勝：柿橋ソフト
準優勝：松山団地
第３位：住吉白百合・旭ソフト
第38回お父さんソフトボール大会
　〔６月５日　岩間海洋センター〕
優　勝：椚山
準優勝：吉岡二区
第３位：東宝わかば・ドリームズ

　６月15日、友部公民館で反射材着用推進リー
ダー（キラリリーダー）の委嘱式が行われ、笠
間警察署長から笠間市高齢者クラブ連合会（宇
田卓司会長）の役員15人に委嘱状が手渡されま
した。
　キラリリーダーは平成24年５月31日までの約
一年間、地域での集まりや、高齢者クラブの会
合などで、反射材の効果を説明し、活用の輪を
広げる活動を行います。
　委嘱後、宇田会長は「今後も高齢者の事故を
減らしていくため地域から普及を進めていきた
い」と抱負を語りました。

反射ベストと300本の反射材も同時に配られました

笠間市から5名の作家が入選し、作品が展示されています

あいあい農園では現在も
オーナーを募集しています


